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１．はじめに 

 昨年度の本大会において，能登海洋深層水で
ヒラメ及びメジナを飼育すると，魚類のストレ
スを低減するという結果を報告した。一方，魚
類に加えてイカにおいても，海洋深層水でイカ
を飼育すると身が痩せずに長期間飼育できる
と経験的に言われてきた。しかしながら，その
科学的な根拠は明らかになっていない。そこで
能登海洋深層水で飼育したイカの特性を調べ
るために，表層水及び能登海洋深層水で飼育し
たスルメイカ（Todarodes pacificus）の体重の減
少の割合を調べるとともに，スルメイカの血液
成分の変化及び脳で発現している遺伝子の変
化を調べた。 

 

２．実験方法 

 地元能登町の小木漁協から購入したスルメ
イカの体重を測定後，2 群（能登海洋深層水飼
育群：10 匹と表層水飼育群：9 匹）に分けて，
同じ大きさの飼育水槽（500 L の円形水槽）で
同じ水温（15–16℃）下で 36 時間，無給餌で飼
育した。飼育後，麻酔下でスルメイカの体重を
測定後，血液を採取した。血液は，オリエンタ
ル酵母に外注して血液成分の分析を行った。さ
らにスルメイカの脳を摘出して，脳で発現して
いる遺伝子の変化を RNAseq で調べた。  

 

３．実験結果  

表層水で飼育したスルメイカの平均体重は
148.2 g から 137.9 g に減少したのに対して，能
登海洋深層水で飼育したスルメイカの体重は
148.0 g から 144.3 g に変化しただけだった。次
に血液中の成分を調べた結果，肝臓のマーカー

である酵素活性（アラニンアミノ基転移酵素活
性）は，能登海洋深層水飼育群が表層水飼育群
より有意に低下して，総コレステロール値と遊
離コレステロール値は能登海洋深層水飼育群
が表層水飼育群と比べて高い値を維持してい
た。また脳で発現している遺伝子を RNAseq に
より，網羅的に調べた結果，能登海洋深層水飼
育群は表層水飼育群と比べて 4種類の遺伝子の
発現量が高いことがわかった。脳で変化した 4

種類の遺伝子の中で 2 つの遺伝子は，バソプレ
シンファミリーに属しており，スルメイカなど
の開眼類では本研究で初めて確認された遺伝
子であった。そのため，開眼類（オエゴプシダ）
とバソプレシンを組み合わせて，それぞれオエ
ゴプレシン 1及びオエゴプレシン 2と命名した。
バソプレシンは，ヒトでは体液や塩代謝に作用
することが知られている。それゆえ，スルメイ
カの血液中のナトリウムイオン，塩素イオン，
カリウムイオン，マグネシウムイオン及び無機
リンの濃度が，能登海洋深層水で飼育すると有
意に高くなったと考えられる。オエゴプレシン
1及び2がスルメイカのエラや腎臓に作用して，
スルメイカの血液塩濃度が変化した可能性が
高い。他の 2 つの遺伝子（ペプチド）は，脳・
神経で発現している遺伝子であり，神経ペプチ
ドが脂質代謝を調節することが報告されてい
るため，おそらくこれらの遺伝子が肝臓に作用
し，コレステロール代謝を変化させたと考えら
れる。今後，他種のイカについても比較検討し，
イカ類に対する能登海洋深層水の詳細な機構
を調べていく予定である。 
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